
 

 

 

 

 

明けましておめでとう御座います 

 

年末は冬眠しないクマ騒動で新

年を迎えましたが山林を伐採し、

次には植林を放置して冬眠用のエ

サを奪ってきたため市街地までエサ

さがしが拡がり森との間に設けた緩衝地

帯に住みつくクマまで現れているようです。 

 

自然との共生とともに、自然の再生が望まれます。 

 

昨年は日本とグァテマラの外交関係樹立 90 周年を

迎えアレバロ大統領が訪日され、6月 9日に

EXPO2025 関西万博のナショナル・デーに出席され

た後、10 日には石破総理と会談して両国の関係を

「戦略的パートナー」(単なる協力関係を超え、政

治・経済・文化・安全保障など多岐にわたる特別な

連携関係)に格上げする合意が交わされました。 

 

協会としては 2 月に鈴木誉志男サザコーヒー会長を

迎えて初めてのコーヒー教室、5 月と 10 月には藤

野理事による美味しいグァテマラ料理教室を行い、

11 月に前回好評だったマヤ遺跡発掘報告会に続き

UNwomen（国連女性機関）日本事務所の後援を頂い

て JICA 青年協力隊のグァテマラ支援活動報告と藤

野理事による女性支援実践報告を民族衣装の試着を

交えて愉しく開催しました。 

 

本年もご要望に沿ったプログラムを用意して参りま

す。 

何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 11 月 29 日、文京シビックセンターの文

京アカデミー学習室で文化講演会・交流会が行われ

ました。当協会の川名千鶴子理事の進行で、 13 時

30 分よりスタートしました。はじめに若林悟会長

の挨拶、共催である文京サポーターズ理事の文京区

議会議員田中利周様からご挨拶をいただきました。 

 

 

今回は、1 部として JICA の海外青年協力隊員と

して 2 年間活動されてきた 2 名の隊員の方からの報

告と休憩をはさんで 2 部として藤野理事によるグァ

テマラでの活動の様子についてお話をしていただき

ました。 

1 部は松尾妙子さんからの発表で始まりました。

はじめにグアァマラの紹介をして戴きました。 

続いて、ソロラ県のソロラ市で PC インストラクタ 

グァテマラ・マヤ文化協会 ニューズレター No.4４ 

2026 年 1 月 

会長 若林 悟 

 

文化講演会・交流会 
の報告  

・日時 2025 年 11 月 29 日 

・会場 文京シビックセンター 

 

挨拶される田中利周氏 



ーとして取り組んでこられたことを発表していただ

いた。 

 

 

つづいて、坂野晴子氏のソロラ県のサンティア

ゴ・アティトラン市での「現地の協同組合の製品が

顧客にリピートして購入してもらえるように在庫管

理や製品の品質向上の仕組みを整え、販路を拡大す

る取り組み」についての発表が行われました。 

 

 

二人の発表の後、休憩になりグアテマラ大使館か

ら提供されたグアテマラコーヒーとお菓子をいただ

きました。その間、参加者の皆さんは展示されてい

るグアテマラの織物や民族衣装にを手に取ってご覧

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休憩の後、藤野晴美理事によるグァテマラのペテ

ン県とフティアパ県で支援している女性支援のお話

がありました。そのあとは、展示されているグァテ

マラの民族衣装や現地の染料で染められた糸の説明

や民芸品等の紹介がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｋｙ 

 

 

 

講演される松尾妙子氏 

講演される坂野晴子氏 

展示されたグァテマラの織物、藍染め等 

 

展示されたウイッピルやベルトバック等 

講演する藤野晴美理事 

グァテマラの織物についての説明 

参加者にウイッピルや民族衣装を試着してもらいました 



最後に、参加された

方々から自己紹介と今

回の講演の感想をいた

だきました。その際、

はるばる京都から参加

されていたグァテマラ

京都名誉領事館の森田

卓哉名誉領事からもご

挨拶をいただくことが

出来ました。 

 

 

 

◇アンケートありがとうございました。一部掲紹介

させていただきます。 

 

☆１部：松尾氏・坂野氏の発表 

・民族が多く、文化や言語の違いが大きい点が、日

本との違いなのだと分かりました。その中で、グ

ァテマラを発展させるために一人だけでなく、家

族やコミュニティに働きかけるというのが面白い

なと感じました。 

・知っているつもりで知らなかったグァテマラの現

状や JICA の活動について知ることが出来てよか

った。 

・若い方がよく頑張っていると感心しました。 

・２名の方に共通して、その場でのサポートに留ま

らず仕組み作りに注力されていることに印象的だ

った。 

 

 

☆２部：藤野理事の発表 

・グァテマラの文化に触れる機会があまりなかった

ので、とても新鮮でした。民族についてもすごく

興味をひかれるお話で楽しかったです。 

・若くしてグァテマラへの移住を決断して地域の人

たちにリーダーとして数々の指導をしていくお姿

に感銘を受けました。 

・女性支援に留まらず、人々の支援、地域の支援を

行うパワーに感銘を受けた。 

 

☆交流会 

・総合司会のユーモアあふれるお姿に楽しい一時を

過ごすことが出来ありがとうございました。お菓 

子、お土産も頂きコーヒーも奥深い香りがして美

味しかったです。 

・美味しいコーヒーと素晴らしいポンチェ他本当に

良かった。 

・コーヒー最高に美味しかった。 

・皆さん様々な所から集まって、素敵な会だった。 

・グァテマラは遠いとことにあるよく知らない国で 

したが、メキシコシティまで直行便あり、そこか

ら一時間と伺い行ってみたくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お土産の品：グアテマラの観光パンフレット 

・グアテマラ織のミサンガ 

・国鳥ケッツアールのピン止め等 

森田卓哉京都名誉領

事からのご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 2 回目のグァテマラ料理教室が定員 10 名の

参加で実施されました。 

**** 今回のメニュー **** 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケートより＞ 

・材料をたくさん使って栄養が豊富な料理でびっく
りしました。 

・スイーツが美味しい。スープも美味しい。もっと
スパイスがきいているかと思ったけれど食べやす
かった。 

・ケーキも甘すぎずグーです。 

・ケーキ作りに集中してしまいスープを忘れて煮詰
まりすぎてしまったと失敗してしまった。 

・フレシュチーズの作り方を知り良かったです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

グァテマラ・マヤ文化協会 
 
〒166-0016 東京都杉並区成田西2丁目-12-10 

  ・事務局 間瀬静夫 

- e-mail : info@guatemalamaya.org 

HP : https://www.guatemalamaya.org 
 
・グァテマラ国内窓口 松本広美 

TEL  502-7832-5672 
e-mail istmotravelhiromi@gmail.com 

 

  第９回 

「グアテマラ料理教室」 

報告 
１０月１５日 

於：港区立ありすいきいきプラザ 

✤ トルティージャスープ  

  チキン入り 

✤ トレス・レチェ ケーキ 

✤ カフェ ＆ 紅茶 

講師の藤野理事の本日の料理の説明 

皆さん協力して手際よく取り組んでいました 

とても素敵な料理に出来上がりました 

ご参加ありがとうございました 


